
　

20
歳
の
皆
さ
ん
、
ご

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
す
べ

て
の
公
的
年
金
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
、
日
本

国
内
に
住
所
の
あ
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

20
歳
を
迎
え
ら
れ
る
こ
の
機
会
に
し
っ
か
り

と
人
生
計
画
を
立
て
、
自
分
自
身
の
将
来
の
た

め
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の

免
除
・
猶
予
制
度
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に『
国
民
年
金
被
保
険
者

資
格
取
得
届
』が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
旧
支
所
の
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
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大山田温泉さるびの北勢名物亀山大市

～お肌つるつるすべすべ！さるびのお湯自慢！～～ 伝統の冬の風物詩 ～

　さるびの温泉の自慢は泉質！お肌に優しくアト
ピー性皮膚炎や切傷、神経痛などに効きます。無
色透明のお湯につかるとお肌がつるつるすべすべ
良い気持ち♪ワニ・ゾウの足跡化石を模した露天風
呂や木製酒樽風呂のほか、約35℃と約41℃の２種
類の源泉風呂もあります。
　１月19日（日）午前11時から毎月恒例の無料大
鍋イベントを開催します（なくなり次第終了）。
　今月は伊賀産酒かすを使った酒かす汁です。
　寒い日はさるびの温泉でほっこりしてみませんか。

　「亀山大市」は、旧正月用品の謝恩売出しから始
まったとされ、100年余りの歴史がある市内最大
の冬の名物行事です。　　
　旧東海道の通りである商店街が歩行者天国にな
り、約１㎞にわたり多くの露店が軒を並べるほか、
多彩なイベントの開催や各店舗が売り出しを行い
ます。
　ぜひお越しください。

と　き　１月25日（土）、26日（日）
　　　　午前10時～午後４時
ところ　東町・本町商店街、西町通り一帯
アクセス　ＪＲ亀山駅下車北へ徒歩約10分
問合先　亀山大市実行委員会事務局
　　　　☎0595-82-1331

▲毎年たくさんの人でにぎわいます。

▲ささゆり露天

亀山市 伊賀市

国民年金
20歳がスタート！

問
い
合
わ
せ

草
津
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課
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【アクセス】名阪国道「中在家IC」から車で約20分
　　　　　名阪国道「中瀬IC」から車で約30分

【問い合わせ】大山田温泉福祉公社　
　　☎0120-46-0268・0595-48-0268
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藩
主
・
藩
士
の
お
正
月

　
江
戸
時
代
、
藩
主
や
藩
士
は
ど
の
よ

う
に
お
正
月
を
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

藩
主
は
一
年
ご
と
に
そ
の
居
所
が
江
戸
・

国
元
と
変
わ
り
ま
し
た
。
水
口
藩
の
日

記
に
よ
る
と
、
江
戸
詰
の
場
合
、
元
旦

の
早
朝
祝
い
の
膳
を
い
た
だ
い
た
後
、

六
ツ
時（
午
前
六
時
頃
）に
烏
帽
子
に
大

紋
と
い
う
大
名
の
正
装
で
江
戸
城
に
登

城
。
型
ど
お
り
の
献
上
を
行
い
、
将
軍

と
そ
の
跡
継
ぎ
、
そ
し
て
幕
閣
に
年
頭

の
挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。
江
戸
城
下
は

多
く
の
大
名
と
そ
の
供
揃
え
の
行
列
で

大
混
雑
し
た
よ
う
で
す
。
藩
主
の
体
調

が
悪
い
な
ど
登
城
で
き
な
い
場
合
は
名

代
を
立
て
ま
す
。

　
二
日
は
江
戸
城
に
登
城
の
の
ち
、
上

野
の
東
照
宮
や
寛
永
寺
な
ど
将
軍
家
ゆ

か
り
の
寺
社
に
参
詣
、
三
日
に
は
芝
の

増
上
寺
や
檀
那
寺
に
参
り
、
愛
宕
下
薮

小
路（
現
港
区
虎
の
門
付
近
）の
上
屋
敷

に
帰
っ
て
か
ら
謡
の
初
稽
古
を
し
て
い

ま
す
。
五
日
に
は
藩
士
が
正
装
し
て
年

頭
の
挨
拶
に
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
が
い

わ
ば
仕
事
始
め
の
よ
う
で
す
。

　
一
方
国
元
で
は
藩
主
に
か
わ
っ
て
国

家
老
が
藩
士
の
年
頭
挨
拶
を
受
け
、
城

下
の
寺
社
や
城
内
に
祀
ら
れ
た
神
社
に

代
参
を
立
て
領
内
の
平
穏
と
藩
主
家
の

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課　

市
史
編
さ
ん
室
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武
運
長
久
が
祈
ら
れ
ま
す
。
一
方
領
内

の
主
だ
っ
た
寺
社
や
大
庄
屋
た
ち
が
入

れ
替
わ
り
年
頭
礼
に
藩
庁
を
訪
れ
、
所

管
の
役
人
に
挨
拶
を
す
る
の
で
こ
れ
に

対
応
。
さ
ら
に
正
月
の
半
ば
ま
で
に
は

藩
士
の
昇
進
や
異
動
の
通
達
が
あ
り
一

騒
動
。
武
士
の
正
月
は
儀
式
ご
と
で
意

外
に
多
忙
だ
っ
た
の
で
す
。
暮
れ
に
年

賀
状
を
出
し
、
三
が
日
は
寝
正
月
と
い

う
の
は
、
現
代
人
の
特
権
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

【
第
３
巻
近
世
編
】

　

ご
予
約
受
付
中
１
月
24
日（
金
）ま
で

【
甲
賀
市
史
販
売
場
所
】

〈�

水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
カ
ワ
・

山
田
書
店
・
T
S
U
T
A
Y
さ
ん
ぽ
う

ど
ー・水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

〈�

土
山
町
〉ウ
エ
ノ
・
道
の
駅
あ
い
の
土

山
・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案

内
所・土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈�

甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店
・
市
史
編
さ

ん
室

〈�

信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店
・
信
楽
伝
統

産
業
会
館・信
楽
中
央
公
民
館

※�

営
業・開
館
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
甲
賀
市
史
」の

バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

◀
け
さ
ん
露
天

平成26年１月1日 142014. １. １15 　　　　2014.1.1 平成26年１月1日




